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●この度は、当社製品をご採用いただき誠にありがとうございます。
　商品を正しく安全に組立・施工していただくために、この施工説明書をよくお読みの上、作業を行ってください。
●本説明書に示した注意事項は、商品の性能・機能および強度や安全性を確保する上での重要な内容です。
　施工にあたっては必ずお守りください。
●施工は専門業者が行ってください。専門知識のない方が施工されますと不具合発生の原因となることがあります。
●この説明書は施工後必ず施主様にお渡しください。
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●この説明書は「施工の流れ」に合わせて引き継いでください。施工終了後はお施主様にお渡しください。

設置にあたっては次の点をご注意ください。設置上の注意事項

この説明書に示した注意事項は、安全に関する重要な内容を示しています。人身事故や財産への損害を未然に防止するため、次のような絵表示をしています。

絵表示 意味 絵表示 ご使用上の注意とお願い

この表示を無視して誤った取扱いをすると使用者
等が負傷する危険や物的損害の発生が予想される
ことを表しています。

「必ず行っていただくこと」を示しています。

施工説明書番号 ME-�640

シャッターゲート D 型 施工説明書

●柱の家側は、300mm以上あけてください。レールの取付け・メン
テナンスができなくなります。

施工にあたっては次の点をご注意ください。施工時の注意事項

施工の流れ

●施工場所に商品が寸法的に納まることを確認してください。
●柱は地中に埋め込み、必ずコンクリートで固定してください。
●柱の基礎穴に他の配管（水道、ガスなど）が埋め込まれていないこ
とを確認してください。

●開口部（シャッター座板が接地する部分）は、必ず水平に仕上げてください。
●ガス給湯器などの熱や排気ガスが製品に直接当たる、またはこもる
ような場所に設置しないでください。熱による塗装劣化・剥離（は
くり）、また排気ガスによるアルミ商品（スチール・ステンレス含む）
の腐食の原因になります。

●カーポートが先に施工してある場合は、A=500mm以上あけてくだ
さい。（シャッターの施工に必要です。）

●シャッター施工後にカーポートを施工する場合は、A=150mm以上
あけてください。（シャッターのメンテナンスに必要です。）

●一次側電源工事及び結線は、有資格者の電気工事店様にご依頼くだ
さい。

●基礎施工は基準通りに行ってください。また、現場の状況（軟弱地
盤など）に応じて基礎の大きさを考慮してください。

●モルタルやコンクリート用に海砂を使用されますと、多量に塩分が
含まれているため、アルミの腐食の原因になりますのでご使用を避
けてください。

●モルタルやコンクリートの急結剤は腐食の発生や促進作用がありま
すのでその使用を避けていただくか、塩化カルシウムや塩素系の化
合物・珪酸ナトリウム等の入っていないものをご使用ください。

●アルミ商品と銅板やラス等の異種金属が接触しないようにしてくだ
さい。接触する場合には、ビニールテープ等を貼るか塗料等で絶縁
処理をしてください。

●腐食の恐れのある接着剤や化学製品を使用する場合には、商品と接
触しないようにするか接触する部分を完全に養生してください。

●埋め込み柱内部にモルタルやコンクリートや水などが入らないよう
にしてください。柱内部の異常腐食や凍結破損の原因になります。

●モルタルやコンクリートの抽出液は強アルカリ性で、しみやむら等
の外観不良や腐食の原因になりますので、工事中に商品に付着しな
いようにご注意ください。

●施工時に商品の表面に付着したモルタルやコンクリート等は速やか
に清掃してください。また、アルミ表面にキズをつけますと腐食し
やすくなりますので取扱いには十分注意してください。

●養生期間は十分（4日～ 1週間）にとり、養生期間中は重い物をの
せたり、振動させたりしないように指示してください。

●みだりに改造・変更をしないでください。

改 -7

●アルミスラットタイプシャッターまたはハイリンクタイプシャッ
ターの場合は、必ず家側の左右どちらかにシャッター開口巾分以上
のスペースを確保してください。シャッターの組立に必要です。
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●連棟でアルミスラットタイプシャッターまたはハイリンクタイプ
シャッターで左右の開口巾が違う場合や 3台用の場合は、必ず家側
の左右どちらかに、開口巾の広い方のシャッター開口巾分以上のス
ペースを確保してください。シャッターの組立に必要です。
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施工前の確認

シャッター部（三和シャッター様手配品）について
●下記の部品については、三和シャッター様より手配を行ってください。

・ブラケット
・シャッター、レール一式
・配線部品一式（電動タイプの場合）

連棟の場合の施工手順について
●本商品は、「単体」・「連棟」での設置ができます。
●本説明書では、「単体」・「連棟」で共通の手順については、「単体」の場合のイラストで説明しています。
●「3台用」は、"2 台用・連棟のサイズ違い "になります。施工については「2台用・連棟」と同じ手順で行ってください。

●「連棟」および「3台用」の場合は、間柱に「連棟用柱」を設置してください。
●「連棟用柱」に、「単体」の場合と同じ部品を左右対称に取付けてください。
●「1台用・連棟」の場合は、シャッターの施工後に、連棟用柱に「連棟カバー」を取付
けてください。

手動タイプ・電動タイプについて
●「1台用・単体」の場合は、「手動タイプ」・「電動タイプ」の 2種類があります。
●「1台用・連棟」・「2台用・単体 /連棟」・「3台用」の場合は「電動タイプ」のみとなります。
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●施工前に、部材数量および部品数量を確認してください。また、品質に支障のあ
る損傷が無いか確認してください。
●説明書に記載している部材・部品 ( ビス含 ) 以外は使用しないでください。

梱包明細

梱包名称 梱包内容

柱セット

単
体
用

1台用

手動用
右 1台用柱〈手動用・右〉（1）

左 1台用柱〈手動用・左〉（1）

電動用
右 1台用柱〈電動用・右〉（1）

左 1台用柱〈電動用・左〉（1）・ワイヤーカバーセット（1）	
[ ワイヤーカバー（1）・ワイヤーカバー取付金具（1）・φ 4 × 10 トラスタッピン 3種（4）]

2 台用 電動用
右 2台用柱〈電動用・右〉（1）

左 2台用柱〈電動用・左〉（1）

連
棟
用

1台用 電動用 中 1台連棟用柱〈電動用・中柱〉（1）・ワイヤーカバーセット（1）	
[ ワイヤーカバー（1）・ワイヤーカバー取付金具（1）・φ 4 × 10 トラスタッピン 3種（4）]

2 台用 電動用 中 2台連棟用柱〈電動用・中柱〉（1）

上下枠・前面パネル

1台用 上枠 S（1）・下枠 S（1）・前面パネル（1）・水切り（2）・巾きめパイプ S（1）

2台用 上枠W（1）・下枠W（1）・前面パネル（1）・水切り（2）・巾きめパイプW（1）

3台用（1台側） 上枠W（1）・下枠W（1）・前面パネル（1）・水切り（2）・巾きめパイプW（1）

部品箱

1台用

単体用

上下枠取付ブラケット（4）・M8× 30 六角Wセムスボルト（16）

１台用柱キャップ（2）・φ 4 × 16 セルフドリリングビス（4）

側面カバー R（1）・側面カバー L（1）・φ 4 × 13 ゴムワッシャー付テクスビス（8）

前面パネル端部カバー S（2）・φ 4 × 16 セルフドリリングビス（4）	
φ 4 × 16 トラスタッピン 3種（6）
巾きめパイプ取付ブラケット（2）・φ 4 × 16 セルフドリリングビス（4）	
φ 5 × 35 トラスタッピン 3種（4）
水切りキャップ R（1）・水切りキャップ L（1）・φ 4 × 10 トラスタッピン 2種（2）	
φ 4 × 16 セルフドリリングビス（10）

アンカー棒（2）・施工説明書 [ME-1640]（1）・取扱説明書 [MET-1040]（1）

連棟用

上下枠取付ブラケット（8）・M8× 30 六角Wセムスボルト（32）

1台用柱キャップ（2）・１台連棟用柱キャップ（1）・φ 4 × 16 セルフドリリングビス（6）

側面カバー R（1）・側面カバー L（1）・ゴムワッシャー付テクスビス（12）

シャッターケース連棟カバー A（1）・シャッターケース連棟カバー B（1）	
連棟カバー連結部品（1）・ゴムワッシャー付テクスビス（2）・φ 4 × 12 トラスタッピン 3種（3）
前面パネル端部カバー S（4）・φ 4 × 16 セルフドリリングビス（8）	
φ 4 × 16 トラスタッピン 3種（12）
巾きめパイプ取付ブラケット（4）・φ 4 × 16 セルフドリリングビス（8）	
φ 5 × 35 トラスタッピン 3種（8）
水切りキャップ R（1）・水切りキャップ L（1）・φ 4 × 10 トラスタッピン 2種（2）	
φ 4 × 16 セルフドリリングビス（20）

アンカー棒（3）施工説明書 [ME-1640]（1）・取扱説明書 [MET-1040]（1）

2台用 単体用

上下枠取付ブラケット（9）・M8× 30 六角Wセムスボルト（26）

２台用柱キャップ（2）・φ 4 × 12 トラスタッピン 3種（4）

前面パネル端部カバーW（2）・φ 4 × 12 トラスタッピン 3種（6）	
φ 4 × 16 トラスタッピン 3種（12）
巾きめパイプ取付ブラケット（2）・φ 4 × 12 トラスタッピン 3種（4）	
φ 5 × 35 トラスタッピン 3種（4）
水切りキャップ R（1）・水切りキャップ L（1）・φ 4 × 10 トラスタッピン 2種（2）	
φ 4 × 12 トラスタッピン 3種（16）

アンカー棒（2）・施工説明書 [ME-1640]（1）・取扱説明書 [MET-1040]（1）

2台用・連棟用
（3台用共有）

上下枠取付ブラケット（18※ 1）・M8× 30 六角Wセムスボルト（52※ 1）

２台用柱キャップ（2）・2台用連棟柱キャップ（1）・φ 4 × 12 トラスタッピン 3種（6）

前面パネル端部カバーW（4）・φ 4 × 12 トラスタッピン 3種（12）	
φ 4 × 16 トラスタッピン 3種（24）
巾きめパイプ取付ブラケット（4）・φ 4 × 12 トラスタッピン 3種（8）	
φ 5 × 35 トラスタッピン 3種（8）
水切りキャップ R（2）・水切りキャップ L（2）・φ 4 × 10 トラスタッピン 2種（4）	
φ 4 × 12 トラスタッピン 3種（32）

アンカー棒（3）・施工説明書 [ME-1640]（1）・取扱説明書 [MET-1040]（1）

※ 1：「3台用」の場合、上下枠取付ブラケット（2個）およびM8× 30 六角Wセムスボルト（4本）は使用しません。

表内の（　）は個数を表わしています。
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クラッチ開放
ワイヤーカバー

※本図はW:30、H:23 の場合を示しています。
※本図はステンレスパイプタイプ／アルミスラットタイプのカーテンの場合を示しています。
※（　）内寸法はH:26 の場合を示しています。
※｛　｝内寸法はハイリンクタイプの場合の、アルミスラット部を示しています。

※本図はW:50、H:23 の場合を示しています。
※本図はステンレスパイプタイプ／アルミスラットタイプのカーテンの場合を示しています。
※アルミスラットタイプの場合は、製作限界範囲にご注意ください。
※		<　>内寸法はW:55 の場合を示しています。
※（　）内寸法はH:26 の場合を示しています。
※｛　｝内寸法はハイリンクタイプの場合の、アルミスラット部を示しています。

●施工前に、巾や高さ寸法を確認してください。
●「1台用・単体」の場合は、手動タイプ・電動タイプがあります。
●「1台用・連棟」・「２台用・単体 /連棟」・「3台用」の場合は電動タイプのみです。
●「1台用」の手動タイプには、ハイリンクタイプはありません。

納まり図

1 台用（手動タイプ・電動タイプ）・単体

2台用（電動タイプ）・単体

●電動タイプ側面図 ●手動タイプ側面図

ME�640-004-05

ME�640-005-05
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納まり図

※本図はW:30、H:23 の場合を示しています。
※本図はステンレスパイプタイプ／アルミスラットタイプのカーテンの場合を示しています。
※（　）内寸法はH:26 の場合を示しています。
※｛　｝内寸法はハイリンクタイプの場合の、アルミスラット部を示しています。

※本図はW:50、H:23 の場合を示しています。
※本図はステンレスパイプタイプ／アルミスラットタイプのカーテンの場合を示しています。
※アルミスラットタイプの場合は、製作限界範囲にご注意ください。
※<　>内寸法はW:55 の場合を示しています。
※（　）内寸法はH:26 の場合を示しています。
※		『　』		内寸法は「3台用」の場合を示しています。「3台用」は "2 台用・連棟のサイズ違い "です。	
ここでは、左側に「2台用」・右側に「1台用」を設置する場合を示しています。左右反転納まりも可能です。
※｛　｝内寸法はハイリンクタイプの場合の、アルミスラット部を示しています。

1 台用（電動タイプ）・連棟

2台用（電動タイプ）・連棟.／.３台用
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340

10

有効開口 ( 柱内々寸法 )W1:5086 <5586>,  『5086 <5586>』

ステンレスパイプ／アルミパイプ
　縦線ピッチ500×9,  <500×10>

ステンレスパイプ／アルミパイプ
　縦線ピッチ500×9,  <500×10>,『500×5』293, 『168』

10 右　側左　側

全巾 :6135[2W+415]

110

82.5

16 16

ステンレスパイプ／アルミパイプ
縦線ピッチ500×4

ステンレスパイプ／アルミパイプ
縦線ピッチ500×4  347.5  347.5

82.5

195 110有効開口 ( 柱内々寸法 )W:2860 有効開口 ( 柱内々寸法 )W:2860

70
φ
13

全
高
:2
82
1,
(3
12
1)
[H
+
52
1]

シ
ャ
ッ
タ
ー
開
口
高
さ
H:
23
00
,(2
60
0)
50
2.
5
18
.5

GL

{1
00
0}

50
0

10
0

650 750 650
連棟用柱

端柱

555

110 445

35
0

14
88

12
8

219

28

15
0

650 ME�640-006-05

ME�640-007-05



SHINNIKKEI － 6 － EXTERIOR (ME-�640)

155

GL

基礎穴

柱

栗石

家側

50
0

10
0

800以上

11
0

23
5

10
00
以
上

16
0

ＣＤ管

アンカー棒

30
0m
m
以
上

5241,〈5741〉[W＋155]

道路側

家　側

50
0

10
0

14
5

110

21
8

11
0

650以上

65
0以
上

アンカー棒

ＣＤ管（電動タイプの場合）

GL

基礎穴

柱

栗石

家側

30
0m
m
以
上

道路側

家　側

2970[W＋110]

●１台用・単体

●２台用・単体

※本図はW:50を示しています。
※〈　〉内寸法はW:55 の場合
を示しています。

１ 基礎の施工 ●「設置上の注意事項」に従い、設置場所を決めてください。
●「納まり図」で巾や高さ寸法を確認して施工してください。

１－１	 基礎施工図

●電動タイプの場合は、道路側から見てシャッター左側の柱の図の位置に、一次側電源を設置してください。
● CD管（呼び 16）を GL 面より 300mm程度立ち上げて設置してください。
●一次側電源を、H（シャッター開口高さ）＋ 300mm程度出しておいてください。

ME�640-�0�-0�

ME�640-�0�-0�



SHINNIKKEI － 7 － EXTERIOR (ME-�640)

基礎の施工

GL
家側

道路側

家　側 CD管

栗石

アンカー棒

基礎穴

柱

21
8
11
0

195

30
0m
m
以
上

30
0m
m
以
上

14
5

10
0
50
0

65
0以
上

65
0以
上

21
8 11
0

3012.5[W+152.5]
650以上

3012.5[W+152.5]

110

750以上650以上

CD管

GL

栗石10
0

基礎穴①「納まり図」および「基礎施工図」を参照し、
柱の埋め込み位置を決めてください。

②基礎穴を掘って栗石を敷いてください。

１－２	 柱の基礎穴の施工

地下埋設物（給水配管等）に影響
を及ぼさないように柱位置を決め
てください。

電動タイプの場合は、道路側から
見てシャッター左側の柱に一次側
電源を設置することを考慮して、
位置を決めてください。

●１台用・連棟

●２台用・連棟.／.3 台用

GL

栗石

家側

道路側

家　側

基礎穴

CD管

アンカー棒

柱

10
0

50
0

5333.5<5833.5>,『3083.5』 [W+247.5]5333.5<5833.5> [W+247.5]

10
00
以
上

23
5

11
0

1000以上

340

10
00
以
上

23
5

11
0

800以上 800以上

155

16
0

30
0m
m
以
上

30
0m
m
以
上

CD管

左　側右　側

※本図はW:50 を示しています。
※〈　〉内寸法はW:55 の場合
を示しています。

※『　』内寸法は「3台用」の
場合を示しています。

※「3 台用」は "2 台用・連棟
のサイズ違い "です。

　ここでは、道路側からみて
シャッター左側に「1台用」
を設置する場合を示してい
ます。

　左右反転納まりも可能です。

ME�640-�04-0�

ME�640-�05-0�

ME�640-�0�-0�



SHINNIKKEI － � － EXTERIOR (ME-�640)

前面パネル端部カバーW
CY-2048

前面パネル端部カバーS
CY-2047

φ4×12
トラスタッピン3種

φ4×16
セルフドリリングビス

柱

上枠

下枠

２台用・3台用

柱

上枠

下枠

家側

道路側

１台用

家側

道路側

道路側

家側

柱
上下枠取付ブラケット
LB-1224

M8×30
六角Wセムスボルト

上下枠取付ブラケット
LB-1224

M8×30
六角Wセムスボルト

M8×30
六角Wセムスボルト

M8×30
六角Wセムスボルト

上枠

下枠
道路側

家側

柱

面をあわせる

①上下枠取付ブラケットを柱に取付けてください。

①前面パネル端部カバーを柱に取付けてください。

②上下枠を柱に取付けてください。

２ 柱・枠の組立て

２－１	 上下枠の取付け

２－２	 前面パネル端部カバーの取付け

孔加工 孔加工
●上枠

上枠と下枠を間違えないようにして
ください。
※上枠には孔加工があります。

上枠・下枠と柱の面を合わせてくだ
さい。

※本図は１台用の場合
を示しています。

●ここでは、「単体」・「連棟」・「３台用」で共通の手順については、単体
の場合のイラストで説明しています。
●「連棟」および「3台用」の場合は、間柱に「連棟用柱」を設置してください。
「連棟用柱」には、「単体」の場合と同じ部品を左右対称に取付けてください。

前面パネル端部カバーは必ずこの手
順で取付けてください。
※前面パネル取付後には取付できません。

ME�640-���

ME�640-�0�-0�

ME�640-�0�-0�



SHINNIKKEI － � － EXTERIOR (ME-�640)

柱・枠の組立て

家側

道路側

柱

φ5×35
トラスタッピン3種

巾きめパイプ

巾きめパイプ

φ9×250 アンカー棒

●取付部詳細図

NAN-2

5mm

柱

家側

道路側

柱
上枠

φ4×16
トラスタッピン3種

前面パネル

下枠

柱

●２台用 ・ 3台用の場合

巾きめパイプ取付ブラケット
LB-387
φ4×16
セルフドリリングビス

φ4×12
トラスタッピン3種

巾きめパイプ取付ブラケット
LB-387

②巾きめパイプを柱に取付けてください。

①巾きめパイプ取付ブラケットを	柱に取付けて
ください。

※本図は「１台用・単体」
の場合を示しています。

①前面パネルを上枠・下枠に取付けてください。

巾きめパイプ取付ブラケットの向き
に注意してください。

37

48
柱へ取付け

35

２－３	 巾きめパイプの取付け

２－４	 前面パネルの取付け

㊦

㊤

㊦

㊤
● 1台用 ● 2台用・3台用

パネルには上・下の区別があります。

※本図は「１台用・単体」
の場合を示しています。

③アンカー棒を柱下部に差し込ん
でください。

柱と巾きめパイプの間を 5mmあけ
てください。

ME�640-�04-0�

ME�640-�0�-0�

ME�640-��4

ME�640-�05-0�

ME�640-�07-0�



SHINNIKKEI － �0 － EXTERIOR (ME-�640)

柱・枠の組立て

φ4×16
セルフドリリングビス

φ4×12
トラスタッピン3種

1台用柱キャップ
CY-2033

2台用柱キャップ
CY-2043

1台用柱

上枠

下枠

2台用柱

上枠

M8×30
六角Wセムスボルト
　　　　　

上下枠取付ブラケット
LB-1224

下枠

①柱キャップを柱に取付けてください。

２－５	 柱キャップの取付け

②「2台用」・「3台用」の場合は、上下
枠取付ブラケットを上枠に取付けて
ください。

●単体柱・連棟の端柱の場合

●連棟用柱の場合

上下枠取付ブラケットを下
記の枚数取付けてください。

※上枠 1本につき
　・2台用.：5ヶ所
　・3台用.：2台側に 5ヶ所
. . . ：1 台側に 3ヶ所

1 台用 2台用・3台用

1台用 +1台用

CY-2591

上枠

下枠

1台連棟用柱キャップ

φ4×16
セルフドリリングビス

1台連棟用柱

CY-2592

上枠

下枠

2台連棟用柱キャップ

φ4×12
トラスタッピン 3種

2台連棟用柱

M8×30
六角Wセムスボルト

上下枠取付ブラケット
LB-1224

2 台用 +2 台用

3台用

ME�640-�06-0�

ME�640-��5-0�



SHINNIKKEI － �� － EXTERIOR (ME-�640)

柱・枠の組立て

①「納まり図」および「基礎施工図」を参照して、
仮組みした柱と枠の寸法を確認し、必要に応じ
て調整してください。

●各部寸法の許容差
　間口　　　　　　± 5mm
　柱の倒れ　　　　± 2.5mm
　左右の柱の高さ　± 2.5mm（左右の差.± 2.5mm）

２－６	 寸法確認

●各部の寸法は、必ず許容差内に納.
まるように施工してください。

※寸法が許容差を越えると、シャッター
が取付けできなかったり、動作不良
が発生する恐れがあります。
●下図のチェック欄にチェックを入
れ、シャッター工事店様へお渡し
ください。

※「連棟」および「3台用」の場合は、
各シャッター部ごとにチェックして
ください。

道路側

家側

柱の倒れ ±2.5mm

柱の倒れ ±2.5mm

柱の高さ ±2.5mm

柱の高さ ±2.5mm

開口巾 ±5mm

チェック

チェック

チェック

チェック

チェック

※本図は「１台用・単体」の場合を示しています。

②調整完了後、全てのビス・ボルト類の締付けを
確認してください。

調整後、ビス・ボルト類を確実に締
め付けてください。

ME�640-�0�-0�



SHINNIKKEI － �� － EXTERIOR (ME-�640)

柱・枠の組立て

柱

レールカバー
ベース

レールカバー

配線カバー

レールカバー
ベース

レールカバー

家側

道路側

①一次側電源を設置する柱の、配線カバー
および配線カバーピースを取外してくだ
さい。

配線・電源接続などを行うには、電気
工事の資格が必要です。最寄りの電気
工事店にご依頼ください。
※感電やショートの恐れがあり危険です。

⑤再度、配線カバーを取付けてください。

④ CD管を配線カバーピースで固定してくだ
さい。

●単体柱・連棟の端柱の場合

●道路側から見てシャッター
左側の柱の配線カバー内に、
設置してください。
● ｢連棟 ｣および ｢3台用」の
場合も同様に、道路側から見
てシャッター左側の柱の配線
カバー内に、設置してくださ
い。（2ヶ所）

※本図は「１台用・単体」の場合を示しています。

２－７	 	一次側電源の設置（※電動タイプの場合）

2-7-1. 設置位置の確認

1 台用 2台用

取外したビスは、後で取付けると
きに使用するので、無くさないよ
うにしてください。

●右図で、電源の設置位置を確認してくだ
さい。（※右図の	 	の位置となります）

●連棟用柱の場合

2-7-2. 一次側電源の設置

1 台用 +1 台用

●配線の際は、必ず過電流保
護付きの漏電ブレーカーと
アース工事（D種接地工事）
を行ってください。
● CD管内での電線ケーブルの
接続は行わないでください。
● CD 管の埋め込み深さは、
300mm以上にしてください。
● CD 管の R 曲げを行う場合
は、内径の 6 倍以上にして
ください。

φ4×12
トラスタッピン 3種

配線カバー

φ4×12
トラスタッピン 3種

CD管

配線カバーピース

家側

道路側

柱

GL

300m
m
以
上

柱

レールカバー
ベース

レールカバー

配線カバー レールカバー

家側

道路側

配線カバー

レールカバー
ベース

2 台用 +2 台用

3台用

③一次側電源を、H（シャッター開口高さ）
＋ 300mm程度出しておいてください。

② CD管（呼び 16）を GL 面より 300mm程
度立ち上げて設置してください。

ME�640-�0�-0�

ME�640-��0-0�

ME�640-��6-0�



SHINNIKKEI － �� － EXTERIOR (ME-�640)

柱・枠の組立て

栗石

道路側

家側

10
0

50
0

10
0

650（1000）650（800）

水抜き穴を
ふさがないこと

GL 基礎コンクリート

①GL面より 100mm下がった位置まで
　基礎コンクリートを施工してください。

※本図は「１台用・単体」の場合を示しています。
※（　）内寸法は「2台用・単体」の場合を示しています。

● GL 面 ( レール下端面 ) より
上まで土間を仕上げないで
ください。
●土間の仕上げは、ゲートお
よびシャッター取付け完了
後に行ってください。

※GL面（レール下端面）より
上まで土間を仕上げると、レー
ルが設置できなくなります。

２－８	 	柱の埋め込み

水抜き穴
（上部のみ）

●水抜き穴

柱下部の水抜き穴をふさがな
いでください。

基礎コンクリートは十分に養
生してください。

「連棟」および「3台用」の場合は、
「納まり図」および「基礎施工図」
で寸法を確認してください。.

ME�640-���

ME�640-���-0�



SHINNIKKEI － �4 － EXTERIOR (ME-�640)

家側

柱

φ4×20
トラスタッピン3種

ブラケット

道路側

ブラケット取付ビス
（φ4×20トラスタッピン3種）

外さない

※取外す

柱

巾きめパイプ取付ブラケット
LB-387

1台用 ：φ4×16セルフドリリングビス
2台用・3台用 ：φ4×12トラスタッピン3種

φ5×35
トラスタッピン3種

巾きめパイプ

捨てビスとして
元の孔に取付ける。

①巾きめパイプおよび巾きめパイプ取
付ブラケットを取外してください。

①図の位置にあらかじめ取付けてあるビス
を取外してください。

※本図は「１台用・単体」
の場合を示しています。

※シャッター工事店様へ シャッター取付けにあたり、以下の項目をご覧ください。

３ シャッターの取付け
●ここでは、「単体」の場合のイラストで説明しています。
●「連棟」および「3台用」の場合も同様の手順で、シャッター
取付けてください。
●シャッターの取付けについては、当社営業所にご依頼ください。

３－１	 巾きめパイプの取外し

３－２	 ブラケットの取付け　　

巾きめパイプ取付ブラケット
を取付けていたビスは、捨て
ビスとして柱の元の孔に取付
けてください。

隣のビスは裏板を固定するビ
スです。外さないでください。

ブラケットは、三和シャッター様
手配品に梱包されています。

3-2-1. １台用の場合 ●単体の場合 ●連棟の場合

※本図は「単体」の場合を示しています。
※「連棟」および「３台用」の場合は、ブラケットを左右対称に
2ケ取付けてください。

ブラケット取付ビス
（φ4×20トラスタッピン3種）

外さない

※取外す

②ブラケットを、手順①で取外したビスで
柱に取付けてください。

ME�640-�0�-0�

ME�640-�0�-0�

ME�640-�0�-0�

ME�640-��4-0�
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シャッターの取付け

家側

ブラケット

M12×30六角ボルト
M12用平座金
M12用バネ座金

柱

裏板

上枠
道路側

裏板取付ビスを緩めて裏板を移動し、
再びビスを固定してください。

裏板
（柱内部）

●裏板の位置合わせ
  （アルミスラットタイプまたはハイリンクタイプを取付ける場合）

裏板取付ビス

移動 移動

内観右柱 内観左柱

緩める

道路側

家側

※取外す

※取外す

柱

上枠

①図の位置にあらかじめ取付けてあるボル
ト・座金類を取外してください。

②ブラケットを、手順①で取外したボルト・
座金類で柱に取付けてください。

●出荷時は、裏板の位置はステンレスパ
イプタイプまたはアルミパイプタイプ
に合わせてあります。

●アルミスラットタイプまたはハイリン
クタイプの場合は、裏板取付ビスを緩
め、裏板の位置を調整してください。

裏板取付ビスは、緩め過ぎないで.
ください。（1～ 2回転程度）

3-2-2. 2 台用・3台用の場合

●単体の場合 ●連棟および 3台用の場合

※本図は「単体」の場合を示しています。
※「連棟」および「3台用」の場合も同様に、ボルト・座金類
を取外してください。

　M12用バネ座金）

（M12×30六角ボルト
ブラケット取付ボルト

　M12用平座金

※本図は「単体」の場合を示しています。
※「連棟」および「３台用」の場合は、ブラケットを左右対称に
2ケ取付けてください。

ME�640-�05-0� ME�640-�04-0�

ME�640-�06-05
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シャッターの取付け

M4×22皿小ネジ

配線カバー

M4ナット

光電センサ（NX5）
受光器:サンクス㈱製 NX5-M10RAD
投光器:サンクス㈱製 NX5-M10RP

左右方向光軸調整用
ドライバ差込み孔

ドライバ
（左右方向光軸調整時使用）

取付ブラケット

樹脂ガラス

化粧プレート

φ4×8ナベタッピン

85

35

6.5

取付用切欠き孔

受光器投光器

投光器受光器

投光器

受光器

コード
コード

内側

外側

①柱の配線カバーを取外してください。

②「2-7. 一次側電源の設置」で立ち上げた
CD管（道路側から見てシャッター左側）
から、電源を結線してください。

③光電センサを取付ブラケットに取付けて
ください。

●図の	 	部を使用して配線を行ってくだ
さい。

④光電センサを、配線カバーの切欠き孔に
取付けてください。

⑤樹脂ガラス・化粧プレートをはめ込んで
ください。

家側

道路側

柱

CD管

φ4×12
トラスタッピン3種

配線カバー

切欠き孔
（光電センサ取付用）

※本図は「１台用・単体」の場合を示しています。

３－３	 配線（※電動タイプの場合）

配線・電源接続などを行うには、電気
工事の資格が必要です。最寄りの電気
工事店にご依頼ください。
※感電やショートの恐れがあり危険です。

光電センサは、投光器と受光
器各 1個が 1組で、2組取付
けます。
図を参照し、投光器と受光器
を間違えないように取付けて
ください。

●結線は、必ず、光電センサ取付キッ
トに付属の施工説明書に従って行っ
てください。
●防水処理を確実に行ってください。

●単体柱・連棟の端柱の場合 ●連棟用柱の場合配線部品一式は、三和シャッター
様手配品に梱包されています。

⑥配線を行ってください。

柱
１台用 ２台用

配線カバー

家側

道路側
柱

配線カバー配線カバー

家側

道路側

１台用+1台用 2台用+2台用

3台用

ME�640-�0�-0�

ME�640-��0-0�

ME�640-��5-0�b
ME�640-���-0�
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シャッターの取付け

３－４	 接続方法（※電動タイプの場合）

ここでは「単体」の場合の接続図を示しています。「連棟」および「3台用」の場合は、
連棟部左右に単体と同じ配線を行ってください。

3-4-1. 接続図

①右の接続図を参照して、結線してく
ださい。

受光器の灰色線は使用しま
せんので、絶縁テープで絶
縁してください。

光電スイッチを接続しない
とシャッターは正常に動作
しません。ただし、リミッ
ト設定モードでの動作は可
能です。

外部入力へ
：外部入力リード線に接続

：外部入力端子A－Aに接続

電源 AC100V 投光器
TK

電 源

受光器
TK

黒

灰
（未使用絶縁）

茶 青 茶 青 白
電 源

投光器
TK

電 源

受光器
TK

黒

灰
（未使用絶縁）

茶 青 茶 青 白
電 源

１台用

２台用

3-4-2. 制御盤ディップスイッチ

ディップスイッチの変更
は行いません。

①光電スイッチを正しく接続した状
態でシャッターの動作が正常でな
い場合は、制御盤ディップスイッ
チの設定が正しいか確認してくだ
さい。

出荷時 開閉機形式：SA6CR－ G
ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4

出荷時 開閉機形式：SB20D－ R－2S
ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4

１台用

２台用

結線時は、必ず光電セン
サー取付キットに付属
の施工説明書に従って
防水処理を確実に行っ
てください。

●接続図

●制御盤ディップスイッチの設定

設定を変更した場合は、
必ず電源を 2秒以上切
るか、設定スイッチを 2
秒以上押してください。
※上記を行うと設定の変更
が完了します。

ME�640-���-0�

ME�640-���-0�
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シャッターの取付け

家側

道路側

柱

配線カバー

※先端に赤色のマーキングあり
クラッチ復帰ワイヤー

クラッチ解放ワイヤー

φ4×12
トラスタッピン3種

φ4×10
トラスタッピン3種

ワイヤーカバー取付金具
EB-2196

ワイヤーカバー
EW-1142

ワイヤーカバーキー

※解放ラベル貼付け
クラッチ解放リング

※復帰ラベル貼付け
クラッチ復帰リング

①クラッチ解放ワイヤー・クラッチ復帰
ワイヤーを図のようにとり回し、配線
カバーの切欠きから出してください。
②ワイヤーカバーを取付けてください。

③配線カバーを柱に取付けてください。

⑤クラッチ解放リング・クラッチ復帰リ
ングをワイヤーカバー内に納めてくだ
さい。
⑥ワイヤーカバーのキーを、お施主様に
渡してください。						

３－５	 クラッチ解放・復帰ワイヤーの取付け（※ 1台用電動タイプの場合）

※本図は「１台用・単体」の場合を示しています。

3-6-1. １台用の場合

柱

配線カバー

φ4×20
皿タッピン3種

φ4×12
トラスタッピン3種

レールカバー

レール

●単体柱・連棟の端柱の場合

①レールの先端（切欠きのある側）をレールカバー凹部に挿入し、取付けてください。
②シャッターに付属の施工説明書を参照し、シャッターケースを取付けてください。

３－６	 レールの取付け

レールの取付けは、シャッター
を全開にした状態で行ってく
ださい。

レール一式は、三和シャッター様
手配品に梱包されています。

●連棟用柱の場合

柱

配線カバー

φ4×20皿タッピン3種
φ4×12
トラスタッピン3種

レールカバー

レール

④クラッチ解放リング・クラッチ復帰リ
ングに、それぞれ解放ラベル・復帰ラ
ベルを貼付けてください。

●解放ラベル・復帰ラベル

クラッチ
解放用

ナイフ目で折り曲げて
貼付けるクラッチ

解放用

クラッチ
復帰用

クラッチ
復帰用

ここをリングに
巻きつける

「解放」・「復帰」は、ワイヤー先端のマー
キングの有無で区別してください。
※「復帰ワイヤー」には、先端に
赤色のマーキングがあります。

ME�640-��0-0�

ME�640-���-0� ME�640-��7-0�

ME�640-��0-0�
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シャッターの取付け

3-6-2. 2 台用・3台用の場合

④動作確認など、全てのチェック完了後、
配線カバーを柱に取付けてください。
⑤シャッターに付属の施工説明書を参照し、
シャッターケースを取付けてください。

①レールを、レールカバーの長孔加工部に
仮止めしてください。
②間口寸法等を微調整した後、レールカバー
の孔に合わせ、レールにφ 3.5mmの下孔
を 5ヶ所あけてください。

φ3.5の下孔加工（5ヶ所）

φ4×6
ナベタッピン2種

配線カバー
φ4×12
トラスタッピン3種

長孔（5ヶ所）

柱

レールカバー
調整巾±5mm

レール

③レールをレールカバーに取付けてください。

●単体柱・連棟の端柱の場合 ●連棟用柱の場合

柱

シャッターケース

側面カバー

家側

道路側

ゴムワッシャ－付テクスビス
BN-305

①側面カバーをシャッターケースにかぶせ、
柱の側面カバー取付用下孔を基準に位置
を合わせて、	柱にビス止めしてください。

②側面カバーを取付けてください。

柱の下孔に合わせる

柱

シャッターケース

側面カバー

家側

道路側

３－７	 側面カバーの取付け（※ 1台用の場合）

側面カバーには左右があります。
向きに注意してください。

※本図は「１台用・単体」の場合を示しています。

調整巾±5mm

φ3.5の下孔加工（5ヶ所）

φ4×6
ナベタッピン2種

配線カバーφ4×12
トラスタッピン3種

長孔（5ヶ所）

柱

レールカバー

レール

※本図のレールはステンレスパイプタイプまたはアルミパイプタイプ
の場合を示しています。

ME�640-���-0�

ME�640-40�-0�

ME�640-40�-0�

ME�640-���-0�
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シャッターの取付け

３－８	 連結カバーの取付け（※ 1台用・連棟の場合）

●取付部詳細図

φ3.5mmの
下孔加工

レールカバー

15
m
m

●Aから見る

50 50
100

1 台連棟用柱 ゴムワッシャー付テクスビス
BN-305
シャッターケース連棟カバー A
CY-2597

ゴムワッシャー付テクスビス
BN-310-04

連棟カバー連結部品
J-1317

シャッターケース連棟カバー B
CY-2598

φ4×12
トラスタッピン 3種

ゴムワッシャー付テクスビス
BN-305レールカバー

A 

1 台連棟用柱 シャッターケース
連棟カバー A

シャッターケース
連棟カバー B

連棟カバー
連結部品

レールカバー

②シャッターケース連棟カバー Aを、1台
連棟用柱に取付けてください。

③連棟カバー連結部品を、シャッターケー
ス連棟カバー Aに取付けてください。

④シャッターケース連棟カバー Bを、連棟
カバー連結部品およびレールカバーの下
孔に取付けてください。

①レールカバーの指定位置に、φ 3.5mmの
下孔を 2ヶ所あけてください。

下孔加工を行うときは、レー
ルカバー内の配線を傷つけな
いように注意してください。

ME�640-406-0�

ME�640-405-0�
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水切り

シャッターケース

家側

道路側

水切りキャップ
CY-2050 φ4×10

トラスタッピン2種

1台用：φ4×16 セルフドリリングビス
2台用：φ4×12 トラスタッピン3種

水切りキャップ
CY-2050

φ4×10
トラスタッピン2種

②水切りを柱および上枠に取付けてくださ
い。

①水切りキャップを水切りの柱側端部に取
付けてください。

４ 付属部品の取付け ●シャッターの取付後に行ってください。

水切りは 2本を横に並べて取付
け、接合部は部材の突き合せとな
ります。

水切りキャップには左右がありま
す。向きに注意してください。

※本図は「１台用・単体」の場合を示しています。

４－１	 水切りの取付け

「1台用・連棟」の場合は、1台連
棟柱（間柱）側の水切りを左右で
合計 4mmとなるように切断し、
突合せてください。

1台連棟用柱（間柱）シャッターケース

水切り 水切り

2mm2mm

● 1台用・連棟の場合

1台連棟用柱（間柱）シャッターケース

水切り 水切り

4mm 切断しない

切断例 1

切断例 2 ※左右反転も可

ME�640-40�-0�
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①土間コンクリートをGL面まで打設してく
ださい。

５ 土間コンクリートの仕上げ

開口部のシャッター座板が接地する部
分は、水平に仕上げてください。
※水平でないと、シャッターが完全に閉
まりません。

レールを埋め込まないように
してください。
※修理などの際、シャッターの
着脱ができなくなります。

柱下部の水抜き穴をふさがな
いでください。

基礎コンクリートは十分に養
生してください。

道路側

家側

土間コンクリート

GL

レール

柱

10
0 

GL

レールを
埋め込まないこと

水抜き穴を
ふさがないこと

※本図は「１台用・単体」
の場合を示しています。

●ここでは、単体の場合のイラストで説明して
います。
●連棟の場合も同様の手順で、土間を仕上げて
ください。

ME�640-50�-0�

ME�640-50�-0�

ME�640-50�-0�
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電動装置の仕様

項目 2台用・3台用 1台用

開閉機

出力 200W 40W

定格電圧 AC100V（50/60Hz） AC100V（50/60Hz）

定格電流 3.6A（50Hz）/	4.6A（60Hz） 1.8A（50Hz）/	1.9A（60Hz）

時間定格 10 分 5分

使用周囲温度 -10 ～ 40℃

開閉時間（H=2300） 約 20 秒（50Hz） 約 31 秒（50Hz）

操作 リモコン× 3 リモコン× 2

安全装置 光電センサー× 2組

ハンディータイプ	
リモコン送信機

電池 CR2025 型リチウム電池（3.0V) × 1

送信距離 20m（ただし、周囲の電波環境や障害物等により大きく変化することがあります。）

●電動装置は、「単体」の場合は 1セット	・	「連棟」および「3台用」の場合は 2セットとなります。
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■施工工事店様、販売店様へのお願い
●「取扱説明書」に基づき（同梱されているもののみ）商品の使用方法、保守点検方法およびメンテナンス方法を必ず施主様に説明してください。
●この施工説明書は、施工完了後施主様にお渡しください。

施	工	完	了	日 年　　　　　月　　　　　日

施	工	工	事	店 TEL（　　　　　）　　　　　　　-　

販			売			店 TEL（　　　　　）　　　　　　　-　

この商品についてのご質問やご相談は右記の窓口にお問い合せください。 お客様相談室 0120-126-001
LIXIL インターネットホームページ　http://www.l ixi l .co. jp


